
様式２－２(年度末）

5 月 27 日 (月)

2 月 10 日 （月）

1
ふるさと協育
清鷹はひとつ　地域と共に～北秋田かがやきプロジェクトＳ 中間 年末

(1)

4 4
・ ・
3 3

(2) 地域と共に歩む学校を目指して ． ．
①地域の特色を生かした学校経営(長岐邸、元堰、高速道路、空港、内陸線、たかのす校等) 2 2
　・「古（いにしえ）から未来へ」･･･様々な史跡、交通網、福祉施設等を学習材に ・ ・

1 1

　・地域の伝統芸能の継承(駒踊り、奴踊り）
②関係機関や地域との協働・連携
　・陽清学園との緊密な連携(年4回の情報交換会の継続）
　・比内支援たかのす校との交流会(たなばた集会S61～）
　・地域人材、学習材の活用
　・スクールガード　・清鷹ボランティア　・学校応援サポーター
　・沢口公民館、七日市公民館、自治会館、自治会長会との連携
　・鷹巣中学校区の小・中連携
　・保育園、こども園との架け橋プログラムの推進

＊「お子さんは元気に学校に通っている」（97％→92％）（保護者）

＊「勉強は楽しい」（89％→91％）（児童）

＊「みんなの役に立つようにがんばっている」（97％→97％）（児童）

＊「進んであいさつしている」（90％→94％）（児童）

＊「自分の目標に向かってがんばっている」（93％→96％）（児童）

＊「異学年交流活動を通して互いに認め合い高め合う心を育む取組がなされている」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（93％→96％）（教職員）

学校運営協議会の報告書（学校関係者評価）

学　校　名 北秋田市立清鷹小学校 学校運営協議会
開　催　日

第１回

校　長　名 大　髙　聖　子

・民生・児童委員との連携

第２回 10 月 10 日 (木）

学校教育目標 　　清らかで　たくましく　～みんなで輝け　Let's Try～　

項目 活性化のための取組

学
校
の
取
組
概
要

自己評価

　※ふるさと協育を土台とし、友達、教師、家庭、地域と関わることによって、互いのよさを認め
　　合い、何事にも粘り強く取り組み、協力し合って学校を創り上げていこうとする子どもを育む

第３回

今
後
の
施
策

　まずは、現在取り組んでいることを継続できるように、全職員で共有しながら、取り組んでいきたい。また、
地域との協働・連携をさらによい活動にするために、活動後、ボランティアの方で簡単な振り返りをする時間を
設ける。その際、学校関係者も参加できるようにしていく。

委
員
の
意
見
等

・アンケート結果を前期と比べて見ると、全体的に、「まあまあ思う」より「そう思う」の割合が増え
ている。様々な活動を通して、子どもたちに力が付いてきている表れだと思う。とてもよいことだ。
・ワイワイ文化祭などの公民館行事にも積極的に参加してくれた。今後も、学校の情報を発信しなが
ら、地域も学校も元気にがんばれるとよい。
・学校に、多種多様な特徴があるのが、清鷹小学校らしさである。今後も、大切にしてほしい。
・伝承芸能を継続していくためには、道具の修繕も必要となってくる。市で予算を出してくれるとよい
と思う。
・学校がとても綺麗だ。これくらいの人数がいて、校舎も広いが、いろいろな意味で綺麗で覇気があ
る。

関係者評価

4
3
2
1

＊「ふるさとのよさを子どもたちに伝えている」（98％→99％）（保護者）

清鷹小が育む五つの資質（主体性、協調性、創造性、自他肯定感、たくましさ）を重視した教育活動の展開

①主体的に学習に向かう子ども
（ねらいとゴールを明確にした授業づくり、学び合いを支える教師の支援、タブレットの活用）

②互いに認め合い、共に高まろうとする子ども（異年齢活動、あいさつ・返事の活性化）
③心身ともに健康で、粘り強くがんばる子ども（がんばりの賞賛、業間運動、食育）

　・世界遺産の伊勢堂岱遺跡を中心とした取組（大湯小とのオンライン交流、縄文まつり）

＊「学校が楽しい」（96％→96％）（児童）

＊「幼保小架け橋プロ作成に向けて取組が進められている」（3.38→3.31）（教職員）

＊「ふるさと（秋田県、北秋田市）が好きだ」（96％→98％）（児童）

＊「地域の教育力を生かし、地域と連携して教育活動を推進している」（3.81→3.88）（教職員）

愛



2

(1) 知識・技能の獲得｢国語科」を研究教科とした校内研修の推進 中間 年末

(研究主題）｢子どもの『分かる・できる』に寄り添う教育をめざして」

～みんなで見つける　みんなでひろげる　みんなでつくる～

(2) 学習習慣の定着に向けた指導

・｢清鷹の学び」「学習の約束」「清鷹の振り返り」の共通実践

4 4

・ ・

3 3

(3) 自ら学ぶ意欲と態度の育成 ・ ・

・効果的な家庭学習(宿題・自主学習）の指導 ・ノート展の実施 2 2

・ ・

1 1

(4) 個に応じ、個の力を伸ばすための支援

・児童の考えを生かす学び合い（発表レベルアップ表）

・ＩＣＴ（タブレット）の活用

(5)

3 徳　育

(1) 規範意識をもち、楽しい学校生活を送ろうとする児童の育成 中間 年末

・ ｢清鷹っ子の学校生活のきまり」の共通理解、共通実践

(2) 児童理解に基づく指導や支援の充実

・ 学校適応調査｢アセス」の実施や「Ho(ほめる）K(聞く）U(促す）」の共通実践

(3) 人権教育の推進（多様性を育む） 4 4

① 他校との交流活動（4年・全校：比内支援たかのす校） ・ ・

② 認知症サポート講座、幼保小架け橋プログラム 3 3

(4) 自己有用感を高める取組※振り返りの充実（がんばりを認める、ほめる） ・ ・

① 学級目標の設定、異学年交流（縦割り班集会、清鷹ウォークラリー、スノーフェスティバル） 2 2

② 当番・係活動の工夫、道徳コーナーの設置 ・ ・

③ あいさつ（児童総会、あいさつ運動、校内あいさつロードなど） 1 1

(5) 不登校、いじめ等学校不適応への対応

① 児童支援担当を中心とした相談活動により、早期発見・早期対応に努める

② ｢いじめアンケート」や学校適応調査(アセス）の活用

関係者評価

朝学習の活用　【火…漢字　水…計算（７年部の協力）、木…読書・音読】

＊「家庭学習の習慣が身に付き、進んで学習に取り組んでいる」（80％→82％）（保護者）

項目 知　育

＊「学校は子どもたちの学力向上のため努力している」（95％→95％）（保護者）

＊「基礎的な内容の定着と学習習慣の施策が適切に実践されている」（3.38→3.31）（教職員）

学
校
の
取
組
概
要

自己評価

委
員
の
意
見
等

・家庭学習に関して、子どもと保護者のアンケート結果のずれが気になる。保護者に学力面の実態をしっかり伝
え、協力してもらうとよいのではないか。児童クラブで家庭学習をやったとしても、親がチェックしたり、声をか
けたりすることは大切だと思う。子どもたちに付けなければいけない力を明確にし、具体策を講じる必要がある。
例えば、話す力を高めるために、朝の会でスピーチタイムを行うなど。
・授業参観の時、タブレットが途中で動かなくなっていたが、なるべくそういうことがないようにしてほしい。

4
3
2
1

＊「先生は勉強を分かりやすく教えてくれる」（98→99％）（児童）

今
後
の
施
策

・学級懇談や個人面談、PTA全体会などの機会を通して、学習面から見た本校の児童の様子を伝え、保護者に協
力を呼びかけていきたい。また、朝学習でのドリル学習を全学年確実に取り組むようにしていきたい。
・算数を中心に、授業時間内に、練習問題に取り組む時間を確実に確保できるような授業づくりをおこなう。

項目

学
校
の
取
組
概
要

自己評価【心ワクワク：思いやりの心をもち、共に高まろうとする子ども】

【学びイキイキ：主体的に学習に向かう子ども】

・学習強調月間の設定

＊「算数科を中心に少人数指導や朝学習の実践により基礎・基本の定着が図られている」（3.50→3.25）（教職員）

＊「研究主題に基づいた組織的な校内研修が推進されている」（3.63→3.69）（教職員）

＊「授業改善が進められている」（3.31→3.38）（教職員）

＊「ＩＣＴを活用した教育活動を推進している」（3.44→3.63）（教職員）

・全学年算数TTによる個に応じた支援の工夫

＊「宿題や家庭学習に毎日取り組んでいる」（98％→97％）（児童）



4 体育・健康教育
【体イキイキ：心身ともに健康で、粘り強くがんばる子ども】
(1)【体育指導】 たくましいからだと心の育成に向けた取り組み(体育指導）体力作りと運動意欲の高揚 中間 年末

① 季節や実態に合わせた業間活動や外遊びメニューの工夫
② 体育の時間の準備運動の充実

(2)【保健指導】自分の健康状態への関心と必要な知識や態度を身に付けさせる 4 4

① むし歯予防や肥満傾向の児童への指導並びに｢食」に関する指導 ・ ・

② 学校保健委員会やＰＴＡ研修会（正しい姿勢）の実施 3 3

(3)【清掃指導】全校縦割り班清掃により、協力し合って清掃に取り組む習慣作り ・ ・

(4)【給食指導】望ましい食習慣の形成と感謝の心の育成 2 2
① 栄養教諭による｢食」の授業の実施 ・ ・
② バランスのとれた食事の指導 1 1
③

(5)スポ少活動の奨励、協力

関係者評価

＊「「Hoku」を基本姿勢に共感的な児童理解が進められている」（3.50→3.63）（教職員）

＊「学級の友だちとなかよく、楽しく生活している」（97％→97％）（児童）

＊「子どもたちのよさを認めながら、自己有用感を高める活動をしている」（98％→98％）（保護者）

＊「相手の気持ちを考え思いやりの心をもって生活している」（97％→96％）（児童）

委
員
の
意
見
等

・あいさつは、本当によくなった。今日も元気に私たちを迎えてくれた。
・縦割りの活動は、人とのかかわりが薄くなってきている時代だからこそ、とても大切だと思う。ぜ
ひ、続けてほしい。
・不登校に関しては、先生方はすごく心配していると思うが、学校での楽しみや目標が見つかると、自
然に行けるようにもなる。

4
3
2
1

今
後
の
施
策

・異学年交流（縦割り班活動）は、来年度も重点として取り上げていきたい。活動が、自己有用感につながるよ
う、振り返りや認め合う場を工夫していきたい。
・他者（学級担任以外）から認められたり、褒められたりする機会を多くしていきたい。

項目

委
員
の
意
見
等

・運動の機会の二極化、バス通学などから、体力の低下は心配されるので、日常的に体を動かす環境づ
くりを今後も進めてほしい。２年生は体育の授業であったが、みんな裸足で壁倒立に挑戦していて、す
ごかった。
・新入生体験入学で、給食試食会を行ってくれていることは、給食を楽しく、しっかり食べる１年生を
目指すという上でも、とてもありがたい。入学への期待も高まり、架け橋にもつながる。
・スキー授業を復活させてくれて、本当にうれしかった。みんな、果敢に滑っていた。

関係者評価

4
3
2
1

１年生保護者給食試食会

＊「児童の体力向上に向けた取組が行われている」（3.31→3.38）（教職員）

今
後
の
施
策

　今後も、全校が外に出て遊ぶ「ぽかぽかタイム」やホールや体育館の意図的な体力UPコーナーの設置を継続し
ていきたい。自己有用感を高める活動にもつながるが、縦割り班での長縄跳びがとてもよかったので、今年度よ
り機会を増やしていきたい。

学
校
の
取
組
概
要

自己評価

＊「異学年交流活動を通して互いに認め合い高め合う心を育む取組がなされている」（93％→96％）（教職員）

＊「体力づくりや食育指導を通して心身共にたくましい子どもの育成に取り組んでいる」（3.31→3.50）（教職員）

＊「早寝早起き、朝ご飯をがんばっている」（83％→88％）（児童）
＊「苦手な物でも食べるようにがんばっている」（90％→87％）（児童）
＊「早寝早起き、朝ご飯を自分から心がけて生活している（86％→82％）（保護者）

＊「保護者からの連絡や相談に適切に対応している」（94％→96％）（保護者）


